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３．評価結果 
〇総合評価評点：  8.3 非公開 

 
〇総合評価コメント：公開 

本研究開発において、中枢神経回路の障害と修復過程について、生体システムの機能ネットワークの観
点から解析し、ミクログリアと神経細胞の双方向性シグナルとしてNetrin-G1を同定した。また、様々な
臓器で産生されるアペリンとオリゴデンドロサイトに発現するアペリン受容体が加齢に伴い発現低下し、
髄鞘修復遅延をもたらすことを明らかにした。さらに、軸索再生阻害、神経細胞障害、免疫系の制御、病
因タンパク質の伝搬促進、血液脳関門の破壊などに関与するRGMaの多彩な機能を発見し、RGMaの中和
抗体が筋萎縮性側索硬化症の症状緩和、疼痛症状の遷延抑制や過敏症の緩和などに寄与することを示す
など、新たな治療法の開発に道を開き、自らの基礎・前臨床研究を社会実装に結びつけようとしているこ
とは、高く評価できる。 

しかしながら、神経回路のレジリエンス低下を制御するマスターレギュレーターの同定など、進捗が明
らかでない項目も見られた。神経回路と各臓器の連関による制御機構の解明に向けて研究のさらなる展
開を期待する。 

以上より、当初計画に照らして優れた成果が得られたと言える。 
 
 

＜評価基準＞ 

10 Exceptional 並外れて優れている 5 Fair やや良い 

9 Outstanding 極めて優れている 4 Marginal 良いとも悪いともいえない 

8 Excellent 大変優れている 3 Poor 劣っている 

7 Very Good 優れている 2 Very poor 非常に劣っている 

6 Good 良い 1 Extremely poor 極めて劣っている 




